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　リンドウの春植え作型におけるジベレリン処理は、従来の定植直前処理に比べて定植約30日後処理の方が株養成効
果が高い。

抽だい率は、品種や環境等の条件によって変動するが、株養成効果は安定している。

効果を確認した品種は、「ふくしまみやび」、「ふくしましおん」、「尾瀬の夢」（極早生、早生）、「尾瀬の輝」、「尾瀬の
愛」、「尾瀬の青華」の6品種である。

定植年の越冬芽径は、品種間差はあるものの、定植直前処理と比較して平均15％程度太くなり、揃いも良くなる。
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定植年の越冬芽形成数は、品種間差はあるものの、定植直前処理と比較して平均23％程度増加する。
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